
「情報Ⅰ」のデータ活用を意識した問題
解決型授業の実践

茨城県立江戸崎総合高等学校　
情報科教諭　今瀬耕佑
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自己紹介

・茨城大学教育学部（保健体育専修）卒業

・東京学芸大学教職大学院（情報教育）修了

・江戸崎総合高等学校採用２年目（情報科採用）

○所持免許

　小学校、中学（保健体育）、高校（情報・保健体育）

2



発表の流れ

・本校の実態
・今回の実践について

・授業実践の概要

・結果と考察

・まとめ
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江戸崎総合高校
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江戸崎総合高校について

定員は160名「情報Ⅰ」は１年次で履修

２年次より以下の系列で学習する

・総合キャリア系列（進学コース・就職コース）

・グリーンテクノ系列（農業）

・メカニカルテクノ系列（工業）

・福祉系列
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茨城のICT環境

参照：茨城県教育委員会HPより
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クラスルームの使用

• Googleクラスルームを使用して課題やお知らせ（校務も含めて）
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・本校の実態

・今回の実践について
・授業実践の概要

・結果と考察

・まとめ
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背景

2022年度より「情報Ⅰ」のスタート

「（４）情報通信ネットワークとデータの活用」

データを表現、蓄積するための表し方と、

データを収集、整理、分析する方法について理解し技能を身に付ける

(1)文部科学省（2018）高等学校学習指導要領（平成 30年告示）
https://www.mext.go.jp/content/1407073_11_1_2.pdf  （参照日：2022.6.17）

生徒が、データを収集、整理、分析する一連のデータ処理の流れとその評価を体験し
ながら理解できるよう今回の実践を行った。
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情報Ⅰの内容

• 情報社会の問題解決
• コミュニケーションと情報デザイン
• コンピュータとプログラミング
• 情報通信ネットワークとデータの活用
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・本校の実態

・今回の実践について

・授業実践の概要
・結果と考察

・まとめ
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授業の概要

時数 内容

１時間目 相関分析や相関係数についての講義

２時間目 テーマ設定とアンケートの作成

３時間目 アンケートの回答と講義

４時間目 平均値・相関係数の算出と散布図の作成

５時間目 発表スライドの作成

６時間目 発表と相互評価

７時間目 まとめと振り返り

・授業実践　2021年10月4日～11月5日
１年次で履修する「社会と情報」にて

単元の前

教員が「外で過ごす時間が多い人はスポーツ
も好きなのではないか」というテーマで調査・
分析・まとめを行った。
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△班：スポーツの好き嫌いと外
で遊ぶ時間の関係

メンバー：今瀬耕佑

13



疑問

スポーツが好きな人ほど家で過ごす時間が少ないのではないか！
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方法

アンケート調査

２０２１年１０月に１年次の生徒１０８名を対象として行った。

質問

・スポーツは好きですか。（１０件法）

・平日に外で過ごす時間は平均でどのくらいですか。
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結果

スポーツは好きか（平均：　6.64　）

外で過ごす時間（平均　135.69　分）

相関係数（r =　0.36）

弱い正の相関があることが認められた。

(分)

あなたはスポーツが好きですか。10段階

平
日
に
外
で
過
ご
す
平
均
時
間
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まとめ

スポーツが好きな人ほど外で遊ぶ時間が多くなるという仮説は相関係数

0.36で弱い正の相関があることが分かった。

スポーツが好きな人は外で遊ぶ時間が多くなる傾向がある。
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今後の課題

外で過ごす時間についてアンケートで問うたが、学校で過ごす時間も外で過ごす

時間にカウントしている可能性もあるため、室外で過ごす時間という質問項目に

した方が良かったかもしれない。
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授業の流れ

相関がありそうなテーマの設定

アンケートの作成と実施

結果の分析

まとめと発表
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１時間目
相関分析や相関係数についての講義

時数 内容

１時間目 相関分析や相関係数についての講義

２時間目 テーマ設定とアンケートの作成

３時間目 アンケートの回答と講義

４時間目 平均値・相関係数の算出と散布図の作成

５時間目 発表スライドの作成

６時間目 発表と相互評価

７時間目 まとめと振り返り
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２時間目
テーマの設定とアンケートの作成

時数 内容

１時間目 相関分析や相関係数についての講義

２時間目 テーマ設定とアンケートの作成

３時間目 アンケートの回答と講義

４時間目 平均値・相関係数の算出と散布図の作成

５時間目 発表スライドの作成

６時間目 発表と相互評価

７時間目 まとめと振り返り
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３時間目
アンケートの回答と講義

時数 内容

１時間目 相関分析や相関係数についての講義

２時間目 テーマ設定とアンケートの作成

３時間目 アンケートの回答と講義

４時間目 平均値・相関係数の算出と散布図の作成

５時間目 発表スライドの作成

６時間目 発表と相互評価

７時間目 まとめと振り返り
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４時間目
平均値・相関係数の算出と散布図の作成

時数 内容

１時間目 相関分析や相関係数についての講義

２時間目 テーマ設定とアンケートの作成

３時間目 アンケートの回答と講義

４時間目 平均値・相関係数の算出と散布図の作成

５時間目 発表スライドの作成

６時間目 発表と相互評価

７時間目 まとめと振り返り
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５時間目
発表スライドの作成

時数 内容

１時間目 相関分析や相関係数についての講義

２時間目 テーマ設定とアンケートの作成

３時間目 アンケートの回答と講義

４時間目 平均値・相関係数の算出と散布図の作成

５時間目 発表スライドの作成

６時間目 発表と相互評価

７時間目 まとめと振り返り
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６時間目
発表と相互評価

時数 内容

１時間目 相関分析や相関係数についての講義

２時間目 テーマ設定とアンケートの作成

３時間目 アンケートの回答と講義

４時間目 平均値・相関係数の算出と散布図の作成

５時間目 発表スライドの作成

６時間目 発表と相互評価

７時間目 まとめと振り返り
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７時間目
まとめと振り返り

時数 内容

１時間目 相関分析や相関係数についての講義

２時間目 テーマ設定とアンケートの作成

３時間目 アンケートの回答と講義

４時間目 平均値・相関係数の算出と散布図の作成

５時間目 発表スライドの作成

６時間目 発表と相互評価

７時間目 まとめと振り返り
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生徒たちが考えたテーマと結果

・アニメや漫画が好きな人は国語が得意なのでは？
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生徒たちが考えたテーマと結果

・ホラー映画が好きな人はグロテスクなシーンが好きなのでは？

相関係数：　r =0.58
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・本校の実態

・今回の実践について

・授業実践の概要

・結果と考察
・まとめ
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アンケート調査の概要

● 対象：１年次生徒146名中101名（時間の都合で１クラス実施できず） 
● アンケート調査日： 単元５時間目のスライド作成後

● アンケート項目 
・理解度（５件法）

・ 協力度（５件法）

・満足度（５件法）

・授業の感想（わかったこと・わからなかったことなど）（自由記述）

● 分析方法 

・質問紙の中央値３を母平均とした母平均の検定（t  検定）
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アンケートの結果

3.84

3.96

3.73

***

***

***

***p<.001 
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理解度について

調査の結果についての理解の記述　101件中８件（８％）

（例）「本を読むのは大人しい人という世間のイメージも考えるべき」

コンピュータの使用技術の理解に関する記述　101件中５件（５％）

（例）「散布図の作り方が分かった」

分析やまとめなど、コンピュータを使用しながら行っていく中で、コンピュータの使用技術についても
身に付いたと考えられる。

一方で「難しかった」という内容の記述　101件中７件（７％）

「相関係数の意味がよく分からなかった」という記述　101件中８件（８％）

相関係数については、生徒の実態に合わせて、より丁寧に説明する必要があったと考える。
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協力度について

「グループのメンバーと協力できた」という記述　101件中17件（17％）

Googleスライドの共同編集により、グループで話し合いの頻度が増えて

協力できたと感じた可能性
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満足度について

「楽しかった」や「面白かった」という内容の記述が12件（12％）

（例）「スライドを作る作業が楽しかった」

　　　「グループで協力できて楽しかった」

　　　「予想と違った結果になったのが面白かった」など

満足度に繋がったと考えられる。
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・本校の実態

・今回の実践について

・授業実践の概要

・結果と考察

・まとめ
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まとめ

○Google Workspace for Educationのサービスを使用した協働的な学び

○探究を軸とした「主体的・対話的で深い学び」
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今後の課題

○プログラミング等と結びつける

○数学との横断的な学び
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